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レス長さ 191 cm、平成 26 年度文部科学省年齢別




































































































































































ICC（1，1） 0.69 0.35 0.99




























23）	＝ 0.98 であった。Fleiss らによる ICC	の判
断基準によると、ICC ＞ 0.75	 以上であれば
“excellent”	reliability、ICC ＝ 0.40－0.75 であれ
ば “fair”	to	“good”	reliability、ICC ＜ 0.40 であれ
ば “poor”	reliability	であると分類されている10）。
したがって、本研究における看護師の動作の信頼
性は、ICC（1，1）	＝ 0.69 で 1 回の動作の信頼性
は “fair”	 to	“good” と判断されるが、23 回の動作


























































平均値（標準偏差） 116.26（6.54） 104.35（7.69） 123.57（4.79）
最大値 125 119 130
最小値 102 92 114
所要時間（秒）
平均値（標準偏差） 48（13） 43（05） 22（07）
最大値 79 52 32






シート法の所要時間に 10 秒を加えた時間は 32 秒
であった。シート操作を補正した値においても、
スライディングシート法は、古武術法（43 秒）、
キネステティク法（48 秒）と比べて 10 秒以上短
い時間で実施可能な方法であることが明らかと
なった。
　以上に述べたように本研究の限界は、限られた
期間・対象による調査であり、結果は限定された
ものである。したがって、一般化に向けては検証
を重ねることが課題である。
Ⅵ　結　論
　キネステティク法、古武術法、スライディング
シート法による臥床患者の上方水平移動における
看護師動作を比較検討した結果、以下の 3つの知
見が得られた。
1．	看護師の動作には高い再現性が認められた。
2．	看護師の体幹と股関節の角度は大きい順にス
ライディングシート法、キネステティク法、
古武術法であった。
3．	上方水平移動の所要時間は短い順にスライ
ディングシート法、古武術法、キネステティ
ク法であった。
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